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弘
経
寺
だ
よ
り 

新
住
職
就
任 

七
月
二
十
一
日
、
大
本
山
増
上
寺
執
事

長
に
友
田
達
祐
上
人
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
上
人
は
別
院
弘
経
寺

の
住
職
に
も
就
任
さ
れ
、
今
後
ご
指
導
を

賜
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

本
尊
開
眼
法
要 

七
月
八
日(

日)

午
後
三
時
、
本
尊
の
開

眼
法
要
が
お
勤
め
さ
れ
ま
し
た
。 

損
壊
部
分
や
欠
損
部
分
が
見
事
に
修

復
さ
れ
、
完
全
な
お
姿
で
本
堂
に
戻
っ
て

き
た
ご
本
尊
に
、
蓮
池
光
洋
前
住
職
が

「
お
魂
入
れ
」
を
し
ま
し
た
。 

法
要
後
、
修
復
作
業
を
ご
担
当
さ
れ
た

飯
泉
太
子
宗
氏
よ
る
仏
像
修
復
に
つ
い

て
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

彼
岸
コ
ン
サ
ー
ト 

今
年
も
響
流
十
方 

秋
の
彼
岸
コ
ン
サ

ー
ト
が
弘
経
寺
本
堂
に
て
開
催
さ
れ
ま

す
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
と
彼
岸
花

の
一
日
を
是
非
お
楽
し
み
い
た
だ
き
た

く
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

日
時 

九
月
二
十
二
日(

土)
 

午
後
二
時
開
演 

会
場 

弘
経
寺
本
堂 

入
場
料 

二
〇
〇
〇
円 

 

九
月
の
写
経
会 

九
月
の
写
経
会
は
、
二
十
二
日
午
前
十

一
時
か
ら
と
な
り
ま
す
。
写
経
会
の
会
費

は
一
〇
〇
〇
円
で
す
が
、
写
経
と
コ
ン
サ

ー
ト
、
両
方
に
参
加
希
望
の
方
は
コ
ン
サ

ー
ト
入
場
料
に
お
弁
当
を
お
付
け
し
て

三
〇
〇
〇
円
で
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

心
静
か
に
写
経
を
し
て
い
た
だ
い
た

後
、
お
寺
で
お
弁
当
を
召
し
上
が
っ
て
い

た
だ
き
、
境
内
を
ご
散
策
い
た
だ
き
な
が

ら
彼
岸
花
を
観
賞
し
て
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

の
美
し
い
調
べ
に
耳
を
傾
け
て
い
た
だ

く
、
そ
ん
な
秋
の
一
日
を
是
非
弘
経
寺
で

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

日
時 

九
月
二
十
二
日
（
土
） 

 

写 

経 

会 
 

午
前
十
一
時 

 

コ
ン
サ
ー
ト 

午
後
二
時 

会
費 

 

三
〇
〇
〇
円
（
弁
当
代
含
む
） 

 

施
餓
鬼
会 

八
月
十
八
日
（
土
）
午
後
二
時
、
大
施

餓
鬼
会
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
部

内
の
御
寺
院
の
ご
助
法
を
賜
り
、
新
盆
を

は
じ
め
、
檀
信
徒
各
家
先
祖
代
々
の
ご
回

向
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

お
施
餓
鬼
の
法
話
は
昨
年
に
引
き
続

き
、
大
本
山
増
上
寺
か
ら
内
田
上
人
に
お

施
餓
鬼
の
お
話
を
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
で

楽
し
く
分
か
り
や
す
く
お
話
し
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

猛
暑
に
も
関
わ
ら
ず
沢
山
の
御
檀
家

さ
ん
が
参
列
さ
れ
、
一
心
に
お
祈
り
を
捧

げ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

 

今
月
の
言
葉 

芸
術
と
は
、
ほ
ん
と
う
に
聖
職
者
の
よ
う

に
、
そ
れ
に
全
身
全
霊
を
捧
げ
る
純
粋

な
人
々
を
求
め
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う

か
？
ポ
ー
ル
・
セ
ザ
ン
ヌ
ポ
ー
ル
・
セ
ザ
ン

ヌ(

一
八
三
九-

一
九
〇
六)

フ
ラ
ン
ス
の
画

家
。
セ
ザ
ン
ヌ
は
モ
ネ
ら
印
象
派
の
画
家

た
ち
と
同
時
代
の
人
物
だ
が
、
ポ
ス
ト
印

象
派
の
画
家
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
、
キ
ュ
ビ
ス
ム
を
は
じ
め
と
す
る

二
十
世
紀
の
美
術
に
多
大
な
影
響
を
与

え
た
こ
と
か
ら
、
し
ば
し
ば
「
近
代
絵
画

の
父
」
と
し
て
言
及
さ
れ
る
。 

 

お
悔
や
み 

阿
弥
陀
様
の
慈
光
の
中
、
次
の
方
々
が

極
楽
へ
往
生
さ
れ
ま
し
た
。 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

六
月
二
五
日
飯
沼
憲
吉
殿
八
七
歳 

七
月
三
日
岡
田
健
二
殿 

 

九
二
歳 

七
月 

八
日 

 

片
庭 

惠
子
殿 

 

五
八
歳 

八
月 

二
日 

 

石
塚 

冨
雄
殿 

 

八
八
歳 

(左)飯泉太子宗さん 

(右)蓮池光洋前住職 


